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 今月のロータリーは、青少年奉仕月間です。  

 後ほど、人吉市青少年育成市民会議会長 吉川様に卓

話をいただきますので宜しくお願い致します。  

 少し、青少年奉仕部門についてお話させていただき

ます。青少年奉仕部 門は、2010年規定 審議会の 

『 「第5部門」「青少年奉仕」を加える件 (制定案10-

87)』で 「新世代奉仕」に修正採択され 2013年規定審

議会で 「新世代奉仕」から「青少年奉仕」に名称変更

となり、 現在、国際ロータリー奉仕の第5部門 「青少
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年奉仕」となりました。「青少年奉仕」部門では、イ

ンターアクト・ローターアクト・RYRA・青少年交換の

各プログラムが実施されています。 

 12歳から30歳までの若人を対象に年齢別・プログラ

ム別にテーマを設けることで青少年の健全育成を図

り、国際社会・地域社会 更にはロータリアンのリー

ダーに醸成し、平和でより良い幸福な未来を築く礎と

なることを支援するロータリーの最も重要な奉仕の一

つの部門です。対象年齢の部分で、30歳までとありま

すが、 ローターアクトが30歳までとされていたのです

が、 2019年10月の国際ロータリー理事会により、アク

トの年齢制限が撤廃されたことや、2019年規定審議会

において、ローターアクトクラブが国際ロータリーの

加盟クラブに含まれたことにより、青少年奉仕部門も

少し変わってくるのではと思うところです。  

 アクトもそうですが、 各青年部でも会員数が減少気

味で、年齢制限がどんどん高くなってきており、私が

商工会議所青年部の時は、58歳と言うクラブもあり、

果たして青年なのかと思うこともありましたが、人口

減少等を考えると益々高くなるのは止められない状況

と危惧するところでもあります。  

 さて、話は変わりますが、本日5月16日は「工事写真

の日」だそうです。建築における工事工程の記録写真

の撮影などを行う有限会社玉フォートという会社が同

社の業務開始日にちなんで5月16日を記念日として定

め、2017年に一般社団法人日本記念日協会により認

定・登録されたそうです。 

  工事写真は、適正な施工管理を証明するために必須

な手段です。皆様も、家を建てる時など少なくとも見

えなくなってしまう個所等は必ず工事写真を求めるよ

うにすると不具合が生じた場合の紛争等に役立つやも

しれませんので業者に求められたらと思います。私が

現場をやっていた時には工事写真を撮るのにも取れて

いるかわからないのでやみくもに撮影し最後に何百枚

の工事写真から数十枚にして提出していたのですが、 

デジタルカメラが出てきて写った写真を見ることが出

来るようになり便利になったなーと感じていたのです

が、現在は、現場で撮影した写真がその場で離れた事

  国 歌  「君が代」           

  Ｒ Ｓ  「奉仕の理想」 



務所のパソコンにおとされるようになり、現場を管

理するものの作業効率が格段と上がっております。

どこまで便利になるのか楽しみですが、そのおかげ

で毎週のように御用聞きに来ていた写真店が来なく

なったのも事実で、便利になることで仕事が減って

しまう業種があるのも事実です。   

 暗い話になりましたので、少し我が業界にとって

うれしい話がありましたのでお話させてもらいま

す。 

   以前、会長の時間で「建築士が減っている」とい

うお話をしたのを覚えていらっしゃるでしょうか。  

 先日行われた建築士会の総会では、私が入会した

頃には100名以上いた会員数が、現在は62名まで減少

し、そのうち10名以上が70歳以上という状況で、 

改めて将来を心配しているのですが、そんな中、某

保険会社が発表した「大人になったらなりたいも

の」ランキングで、中学生男子の部門に「建築士」

が初めてランクインしたというニュースを聞き喜ん

でいるところです。過去には高校生の部門でランク

インしたことはありましたが、中学生でのランクイ

ンはうれしいばかりです。人気のものづくりゲーム 

「Minecraft (マインクラフト)」の教育版を授業に

取り入れる学校もあるようで、その体験からものづ

くりに興味を持ちランクインしたようです。近い将

来優秀な多くの建築士が誕生することを願いながら

会長の時間を終わります。  

 

 

   幹事 伊久美早利 
 

〇2025年度規定審議会採択制定案に対する反対表明 

  の意見提出について 

・3年に一度開催される規定審議会が4月13日～17日

に、シカゴにて開催され、31件の立法案が採決され

ました。この制定案に対して、反対意見がある場合

は、7月15日までにＲＩ本部に「立法案反対表明」を

提出することとなっています。 

規定審議会の決定報告書を回覧しますので、ご意見

等あれば幹事（伊久美）までお願いします。また、

報告書をじっくり読みたい方がいれば、PDFで送付し

ますので幹事（伊久美）までお願いします。 

※今回の制定案のうち標準ロータリークラブ定款に 

 係わる事項 

・年次総会で実施していた中間財務報告を1月末まで 

 の例会で実施に変更 

・第9条第2節―多様なクラブ会員基盤 「～年齢、 

 性別、ジェンダー、および民族的多様性～」と 

 「ジェンダー」を追記 

・研修の名称変更 ＰＥＴＳ→会長エレクトラーニ 

 ングセミナー、地区研修・協議会→クラブリー 

 ダーシップラーニングセミナー 

〇JAPAN OK ﾛｰﾀｰｱｸﾄEｸﾗﾌﾞ創立集会の案内 

・日時：6月15日（日）11:30  

 場所：日航大分オアシスタワー 

・登録料：8000円 

〇第41回インターアクト年次大会の案内 

・日時：8月2日（土）～3日（日） 

 場所：日本文理大学湯布院研修所 

・登録料：5000円  

〇今後の例会について 

 ・5/23 クラブ創立記念例会 

 ・5/30 職場訪問例会（くまりば） 

 ・6/6  賀寿会 

 

  委員 岩下幸司 

 
 
 

 ≪地区大会 表彰状・記念品贈呈≫ 

 出席高齢会員80歳以上  

  浦田繁喜会員90歳 大久保勝人会員87歳 

  鳥井正徳会員86歳 

 ≪地区大会記念親睦ゴルフ大会 記念品贈呈≫   

   ドラコン賞№4    石蔵尚之会員 

   記念ゴルフゾロ目賞 新堀純子会員  

        

【親睦委員会】           委員長 永尾禎規 

  「賀寿会」のご案内 

 今本年度、年祝いを迎えられる6名の会員様をお祝

いし、「賀寿会」を開催いたします。皆様の多くの

ご参加を宜しくお願いいたします。 

 日時；６月６日(金)18時30分～例会・賀寿会 

 場所；清流山水花あゆの里２階 

 会費；5,000円  

 欠席の方は記念品代として2,000円いただきます。 

 ネクタイ・ジャケット着用です。 

  

【青少年奉仕委員会】 
 
       青少年奉仕月間卓話 

 

 卓話講師紹介        委員長 岡本明徳 

 青少年月間卓話を考える中で、私自身が関わらせて

いただいている「青少年育成市民会議」について、

会員皆様にもその取り組みを知っていただく良い機

会になるのではないかと思いまして、今回、青少年

育成市民会議の会長でいらっしゃる吉川泰人様にお

話をいただくこととなりました。すでにご存じの方

も多くいらっしゃるかと存じます。最後までご清聴

宜しくよろしくお願いいたします。 

 

           人吉市青少年育成市民会議  

               会長 吉川泰人
よしかわやすと

様 

                    （保護司）   

 皆さま、こんにちは。ただいまご

紹介いただきました、吉川と申しま

す。私、あまり人前で話すのが得意

ではありませんで、こうして大勢の

前でお話しするのは、少し緊張して

おります。お聞き苦しい点があるか

現 会 員 数   52名 出席免除会員数 0名 

出席義務会員数 52名 

 欠 席 者 数 21名 

出 席 者 数 31名 
 

免除会員出席数 0名 



もしれませんが、よろしくお願いいたします。 

 今回、岡本委員長より「青少年奉仕月間」というこ

とで、人吉市青少年育成市民会議の活動内容について

お話しいただけないかと、ご依頼をいただきました。

正直なところ、私は会長になったばかりで、最初は

「自分には難しいのでは」とお断りしようと思ってお

りましたが、自分の知っている範囲でよければ、お役

に立てるかもしれないと考え、このようにお話しさせ

ていただくことになりました。  

 少しだけ自己紹介をさせていただきます。会場には

鳥井先生をはじめ、私のことをご存じの方も多くおら

れるかと思いますが、私はもともと市の職員でござい

ました。定年退職後、3年ほどカルチャーパレスに再

任用として勤務いたしました。その後は少しゆっくり

しようかと思っていたところ、保護司のお誘いをいた

だきまして、65歳で拝命いたしました。保護司として

の活動は、今年で11年目になります。中には何十年も

ご経験のある方もいらっしゃいます。ちなみに、私の

隣におられる延岡先生は保護司の1年先輩で私よりも

経験が豊富でいらっしゃいます。 

 そうした中で、先輩からのお誘いを受け、青少年育

成市民会議にも保護司の一員として参加させていただ

くようになりました。昨年、前会長の笹山さんより後

任のお話をいただきまして、引き受けさせていただい

たところです。まだ会長としては1年目で、全体のこ

とを十分に把握できているわけではありませんが、本

日はお手元に配布しております資料をもとに、市民会

議の組織や活動について、わかる範囲でお話させてい

ただきたいと思います。どうぞよろしくお願いいたし

ます。 
 
 皆様のお手元に配りしております資料は、令和6年

度の役員・理事・関係団体の名簿、事業目標と計画、

主要活動の報告、各部会の活動まとめ、そして令和6

年度の採択宣言でございます。以前は、4つの部会で

活動しておりましたが、現在は「育成部会」「指導部

会」「家庭部会」の3部会体制に変更して活動を行っ

ております。3ページには、年間行事を月ごとにまと

めたスケジュールも掲載しております。 

 令和６年度における各部会の主な活動についてご紹

介いたします。 

 育成部会では、2月にカルチャーパレスにおきまし

て、「市民向け育成講演会」を開催いたしました。 

この講演会は、昨年5月に滋賀県大津市で発生した、

保護司の方が事件に巻き込まれた出来事をきっかけ

に、「保護司の仕事とはどういうものなのか」を皆さ

んにも知っていただきたいということで企画しまし

た。法務省熊本保護観察所長をお招きして「保護司の

制度と活動について」と題してお話しいただきまし

た。こうした講演会の開催は今回が初めてとなりま

す。また3月には青少年育成関係の6つの団体による交

流会を実施しております。 

 指導部会では、青色回転灯をつけた車両による防犯

目的の巡回パトロールを定期的に実施しております。

このパトロールには、岡本委員長にもご参加いただい

ております。主に夕方、少し薄暗くなってくる時間帯

に実施しておりまして、花火大会やおくんち祭りの際

には、街頭での指導も行い、うろうろしている生徒た

ちに、早く帰るよう声かけをするなどの対応をしてお

ります。それ以外の時間帯でも、事務局の方で定期

的に巡回を行っております。 

 また、以前は昼間にコンビニや書店を回り、有害

図書の調査や啓発活動も行っておりました。パンフ

レットを配布し、店側にもご協力をお願いしていた

のですが、現在ではそういった週刊誌なども包装さ

れ、外からは内容が見えないようになっているた

め、現在は行っておりません。  

 家庭部会では、家庭ふれあい事業として、スポー

ツパレスの武道館2階において親子ふれあい人形劇鑑

賞会を開催。約100名の方にご参加いただきました。 

 以上が主な活動内容になります。 

 少し前になりますが、子どもたちを対象にSNSにつ

いての講演会を行っております。現在大きな課題と

なっている「SNSの利用」については、青少年がSNS

を通じて、被害者にも加害者にもなってしまうケー

スが増えています。そういった中で、青少年育成市

民会議は、令和6年採択の「宣言」の中に、「青少年

がSNSの利用において被害者にも加害者にもならない

よう、SNSの有用性や危険性について理解を深め、安

心・安全に利用できるよう取り組みます」と入れて

おります。今、私たちが一番取り組まなければなら

ない課題だと考えております。過去には、子どもた

ちを対象にSNSについての講演会を行ったこともあり

ます。 
 
 少し話がそれますが、保護司の経験から感じてい

ることをお話しします。 

 問題を起こす子どもたちの多くは、「孤立」して

います。家庭の中での会話が少なく、学校にも行か

ず、引きこもってしまっているケースがほとんどで

す。やはり親が日頃から子どもとよく話し、様子を

しっかり見守ることが大切です。放任ではいけませ

ん。「ちょっと様子が違うな」と感じたときに、早

めに気づいて関わっていくことが必要だと思ってい

ます。保護観察の際には家庭訪問を行いますが、何

度か訪問していると、その家庭の様子や子どもとの

関わり方、しつけのあり方が見えてきます。家庭の

事情はさまざまですが、離婚や不安定な環境にある

ことも少なくありません。そういった環境の中で、

子どもがどう育っていくかというのは、本当に難し

い問題だと感じています。子どもの教育は、一度の

失敗が大きな影響を与えることもありますし、やり

直しが難しい面もあります。だけど失敗してもなん

とか再生できるような体制を私ども指導しながら、

面接をしながら、まともに社会に復帰させるように

努力しているところです。 
 
 青少年育成市民会議としても、今後に向けては、

人吉ロータリークラブ会員の皆様をはじめ、関係団

体の皆様のご意見を伺いながら、地域のニーズに応

じた活動を進めていかなければならないと感じてお

ります。その時々の社会状況や子どもたちの様子に

合わせて、柔軟に対応しながら、よりよい活動を

行っていきたいと考えています。 

 引き続き、皆さまのご理解とご協力をいただきな

がら、取り組んでまいりますので、どうか今後とも

よろしくお願い申し上げます。 

 



【報告】 

国際ロータリー第2720地区 

2024-2025年度地区大会報告 

令和7年4月26日(土)10時30分～ 

 市民会館シアーズホーム 

吉沢雅人会員 

 4月26日に熊本市民会館にて開催さ

れた2720地区の地区大会についてご報

告させていただきます。 

 準備段階から関わられた延岡会員・

中川会員および当日ご参加された会員

の皆様は大変お疲れ様でございまし

た。 

 今回の大会テーマは「緑と心のハーモニー」という

ことで、次世代と共に持続可能な未来を作り上げてい

こうという強い思いが込められており、ロータリー活

動を通じて、平和な未来を共に奏でていきたいという

テーマのもとで大会の運営が行われました。

ゲストとしては、木村熊本県知事、大西熊本市長が

ご挨拶され、公益財団法人結核予防会理事長の尾身茂

氏、公益財団法人ロータリー日本財団理事長の千玄室

氏等がご参加されました。大会全体の司会進行を熊本

国府高等学校インターアクトクラブが務められ、高校

生ながらしっかりとした司会進行をされていた姿が印

象的でした。冒頭に国際大会でも優勝経験があるとい

う熊本国府高校のチアダンス部による華やかなパ

フォーマンスが行われました。

その後、三村ガバナーおよびガバナーエレクトであ

る大分中央RCの藤田氏に続きガバナーノミニーの延岡

会員もご登壇にてご挨拶されました。 

 一時休会ののち千玄室氏による記念講演が行われま

した。御年102歳ということですがしっかりとした足

取りで起立のまま力強い口調で45分間の講演を語り

きった姿には感銘を受けました。演題としては「自然

共生ロータリー」ということで、ご自身が特攻隊員で

あった戦時中の体験等も交え国際平和について熱く語

られました。 

 続いて、記念フォーラムとして尾身茂氏と5人の交

換留学生によるディスカッションが行われました。 

フィンランド、イタリア、カナダからの外国人留学生

と２人の日本人留学生がご登壇され、「異文化の目か

ら見たNIPPON」というテーマで行われました。

 外国人留学生が文化の違いについてとても流暢な日

本語でお話しされたのにも驚きましたが、ディスカッ

ションが始まって日本人の留学生が同時通訳をされた

のには本当に感心してしまいました。聞けば留学期間

はたったの8カ月ということでしたので、その努力と

吸収力に驚くばかりでした。後半には熊本星翔高校の

吹奏楽部の演奏もあり大会に華を添えました。

 終盤で参加クラブの紹介がありましたが、当日参加

登録会員数1017名の中で人吉RC参加登録数37名は大分

中央RCの39名についで2番目に多い参加登録数でし

た。 

 私としては地区大会に参加させていただいたのは入

会後初めて経験となりましたが、地区内にこれだけの

多くのロータリアンがそれぞれに強い思いをもって活

動されていることを体感することができ非常に有意義

な体験となりました。 

 次々年度は人吉RCがホストクラブとなるということ

ですの準備から当日運営まで非常に大変だと思います

が、今回大会に学ぶべき点も多かったと思いました。 

私からの報告は以上です。 

上村祐一会員 

皆さん、こんにちは。 

  4月26日(土)に熊本市民会館シアー

ズホームで開催された地区大会の本会

議に出席してまいりました。内容につ

きましては吉沢会員が詳しく報告され

ましたので、私は印象に残った点を中

心にお話しさせていただきます。 

 まず目を引いたのは、熊本県知事と熊本市長のご挨

拶の際に、くまモンが登場したことです。大分から来

られた方々にとっては、ちょっと得した気分になった

のではないでしょうか。さらに、世界大会で優勝した

熊本国府高校のチアダンス部と一緒に、くまモンが踊

るシーンもあり、会場は大いに盛り上がりました。 

 続いて印象的だったのは、記念講演をされた裏千家

前家元・千玄室氏。なんと102歳で、ピシッとした姿

勢で登壇され、ほとんどメモを見ることなく、45分間

しっかりと講演されました。その矍鑠としたお姿に、

会場中がざわつきました。 

 また、出席高齢会員の表彰では、浦田会員（90歳）

が3番目、大久保会員（87歳）が12番目にお名前があ

りました。自分はまだまだ「鼻たれ小僧」だなと感じ

た次第ですが、特に感銘を受けたのが、熊本西南クラ

ブの牧会員（105歳）。杖をつきながらもご自身で登

壇され、表彰状を受け取られるお姿を見て、「浦田会

員も大久保会員も、まだまだ先が長いですよね」と話

したところでした。 

 最後に、閉会挨拶でガバナーから「最後まで残って

座っている皆さんこそが、真のロータリアンです」と

のお言葉があり、私も「やっと真のロータリアンにな

れたかな」と感じながら会場を後にしました。 

以上、簡単ではございますが、地区大会本会議の報告

とさせていただきます。 

【寄付カード】 

〈ニコニコ箱〉 

・延岡会員 吉川先生、本日は貴重なお話ありがとう
ございました。本日の卓話をお聞きして、ロータ
リークラブとしても青少年の健全育成につながる活
動にも取り組んでいく所存です。     

・岩井会長 吉川会長、卓話大変ありがとうございま
した。パトロールに行くと子供たちがパトロール車
に手を振ってくれたのを思い出しました。なりたい
職業で建築士がランクインしたのでニコニコしま
す。                  

・岡本会員 吉川様、本日はお忙しい中お話を頂きあ
りがとうございました。         

・中川会員 熊本にて総会のため、１時６分早退させ
ていただきます。            

・葉山会員 間違って浅野さんの席の弁当を食べてし
まいましたので“ごめんね”       

点 鐘  岩井和彦 会長 


